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1．コメは今も日本の主食

　近年，日本では食の多様化を背景に，コメの消費量の
減少によるいわゆる「コメ離れ」が進んでいるといわれ
て久しい．実際，コメの 1人 1年あたりの消費量は1962
年に記録した 118.3 kgから減少傾向が続き，2021年には 

51.5 kgまで減少している1）．しかし，私たちが毎日食べ
ている食料の内訳を食料需給表でみると， 1人 1日あた
りの総熱量 2,252 kcalのうちコメが 477 kcalとその総熱
量に占める比率は21％にのぼり， 1つの品目で最も多く
を供給している（表 1）．さらにコメは熱量に加え，タン
パク質 8.5 g（ 1日あたりの総摂取量の11％），脂質 1.3 
g（ 1 日あたりの総摂取量の 2％）も供給している．現
在においても，コメは私たち日本人 1億2,435万人（2025
年）の食，生命を支える最も重要な作物の 1つである．

2．�コメ生産の現場で進む，一部の生産者への急速
な農地集積による規模拡大

　日本では少子高齢化が進行しているが，特にコメの生
産現場はその傾向がより顕著で，コメの生産者の平均年
齢は68.6歳（2024年）と極めて高い1）．コメの生産者数
は，2010年の117万人から2020年には71万人と過去10年の
間に約 6割にまで減少し，リタイアするコメの生産者が
増え続けている．このように生産者数は減少し続けてい
る一方，この間，日本全体でのコメの需要は年間約700万
トンを維持しており，その需要は低下していない．
　コメの需要を満たすため，この生産者の急速な減少を
支えているのが大規模な経営体による農地集積である．
1経営体あたりの作付面積は平均で 1.2 ha（2010年）か

ら 1.8 ha（2020年）に50％増加している1）2）．実際，コ
メの作付面積を経営規模別でみると，2010年には日本全
体のコメの作付面積 137万 haのうち，約半分（48％）が 

2 ha未満の小規模経営体が耕作し，10 ha以上の大規模
経営体は19％にとどまった2）．しかし，2020年には小規
模経営体が作付けしている面積の割合が18ポイント低下
したのに対し，大規模経営体の作付け割合が17ポイント
増加している．なお，大規模経営体の数は増えてはいる
ものの，2020年の段階では全経営体数71万に対して2.2万
経営体と 3％に満たず，全体に占める割合は極めて少な
い．
　大規模な生産者への農地集積が進むこと自体は，個々
の経営体の経営安定化につながるものの，日本全体で考
えた場合，今後も続く，コメ生産の現場での生産者の急
激なリタイアのスピードに対し，それら農地を集積でき
ず，コメの需要を満たせない状況になることが強く懸念
される．

3．�コメ生産の経営規模拡大は春作業の集中がボト
ルネック

　野外フィールドで太陽の恵みで育てるコメの生産は工
業製品の生産とは異なり季節への強い依存性がある．そ
のため栽培する地域の気象条件にあわせて適期に作付け
を行わないと，高い生産性を達成することができない．
　稲作の作業時間は春の種子予措からはじまり収穫まで
の間に多くの作業があり，10 aあたり平均で23時間
（2015年）である（表 2）．その作業時間を季節別に作業
を分けてみると，その半分近く（45％）が春の作業にあ
てられている．特に，大規模生産者ではその比率が52％
にまで高まり，大規模な経営体が規模拡大を進めるうえ
で，春の作業が大きなネックとなっている．積雪のある
寒冷地では，圃場の耕起などの春の作業は雪融けを待つ
まで実施できず，また秋も早いため，その時間的な制約
は温暖地域よりもより厳しい．その中でも日本の水稲の
主要な産地である北海道，東北，北陸地方は積雪地域に
あり，暖地に比べて春の訪れが遅いため，雪融け後の短
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表 1．食料需給表（令和 4年度）

類別・品目別
国内生産量 1人あたり供給

数量
（1,000 t）

自給率
（％）

数量
（kg/年）

熱量
（kcal/日）

たんぱく質
（g/日）

脂質
（g/日）

 1．穀類 9,340 28 84.1 790 （35） 18.0 （23） 2.9 （4）
a.米 8,073 99 50.9 477 （21） 8.5 （11） 1.3 （2）
b.小麦 994 15 31.6 299 （13） 9.1 （12） 1.6 （2）
c.大麦 216 11 0.2 2 （0） 0.0 （0） 0.0 （0）
d.はだか麦 17 61 0.1 1 （0） 0.0 （0） 0.0 （0）
e.とうもろこし 0 0 0.6 5 （0） 0.1 （0） 0.0 （0）
f.こうりゃん 0 0 0.0 0 （0） 0.0 （0） 0.0 （0）
g.その他の雑穀 40 22 0.7 6 （0） 0.2 （0） 0.1 （0）

 2．いも類 2,994 70 21.0 41 （2） 1.0 （1） 0.1 （0）
 3．でん粉 2,298 94 15.7 155 （7） 0.0 （0） 0.3 （0）
 4．豆類 313 7 9.0 97 （4） 7.5 （10） 4.9 （6）
 5．野菜 11,194 79 87.8 66 （3） 3.0 （4） 0.5 （1）
 6．果実 2,640 38 33.3 66 （3） 0.9 （1） 1.6 （2）
 7．肉類 3,473 52 34.0 180 （8） 17.4 （23） 12.9 （16）
 8．鶏卵 2,558 96 17.1 66 （3） 5.7 （7） 4.8 （6）
 9．牛乳 及び 乳製品 7,533 63 93.9 162 （7） 8.2 （11） 9.5 （12）
10．魚介類 3,535 48 21.5 76 （3） 11.5 （15） 3.8 （5）
11．海藻類 76 66 0.8 5 （0） 0.5 （1） 0.1 （0）
12．砂糖類 17.3 185 （8） 0.0 （0） 0.0 （0）
13．油脂類 1,955 67 13.2 320 （14） 0.0 （0） 36.1 （46）
14．みそ 467 100 3.6 18 （1） 1.2 （2） 0.6 （1）
15．しょうゆ 695 100 5.2 11 （0） 1.1 （1） 0.0 （0）
16．その他食料類 2,340 59 4.6 15 （1） 0.9 （1） 0.5 （1）

合計 － － － 2,252 77 79

カッコ内は，それぞれの品目が占める比率％を示す

表 2．稲作生産者の労働時間（平成27年）

季節 個別作業

全平均 15 ha以上の経営体
作業時間 作業時間

h/10 a ％ h/10 a ％
個別 季節 季節 個別 季節 季節

春 種子予措 0.23 10.24 45 0.14 6.73 52
育苗 2.9 2.63
耕起整地 3.28 1.64
基肥 0.73 0.42
直播き 0.04 0.05
田植 3.06 1.85

夏 追肥 0.28 8.07 35 0.13 3.61 28
除草 1.29 0.78
管理 6.03 2.49
防除 0.47 0.21

秋 刈取脱穀 3.01 4.69 20 1.58 2.68 21
乾燥 1.19 0.91
生産管理 0.49 0.19

合計 23.00 13.02

農業経営統計調査 農産物生産費 確報 平成27年産米及び麦類の生産費―eSTATより



い春に播種や移植の作業を終える必要がある．
　今後，毎年，増え続けるリタイアした方の農地を含め
て耕作することには，時間的にも作業量的にも限界があ
る．そこで考案したのが，過度に集中する春の農作業を
軽減させる「初冬直播き栽培」である（図 1）3）4）．

4．初冬直播きという新しい選択肢

　亜熱帯原産のイネは，「春にタネを播き，盛夏に大きく
育て，秋に収穫」するのが，2000年以上前に弥生時代に
稲作が日本に導入されてから今日まで続く栽培暦である．
しかし，ここで紹介する「初冬直播き栽培」は，初冬に
田んぼにタネを播き，そのまま雪の下で越冬させ，春に
発芽，苗立ちさせる，これまでの常識を破る栽培法であ
る．家事に例えれば，朝（春）に一からコメを炊く（栽
培を始める）のではなく，前の晩にタイマーをセットし
ておく（初冬直播きする）ことによって，朝（春）のあ
わただしさを解消するのに似ている．初冬直播きを導入
することで，積雪地や寒冷地では，雪融け後の短い春の
期間に作業が集中する忙しい春に播種作業を軽減できる
ことから，限られた労働力を分散して規模拡大を図るこ
とができる．
　開発途上ではあるが，現時点で明らかになっている初
冬直播きを実施する上でのポイントを紹介する．

5．初冬直播き栽培の概略と技術ポイント

　初冬直播き栽培を成功させるには，翌年の春まで健全
なタネをいかに多く残すかが重要となる．

技術①：最適な播種時期
　長い冬を越冬させ，翌春の出芽率を高める最適な播種
時期は，10月～ 1月の積雪前の期間である．寒冷地ほど
早い播種で出芽率が向上する．北海道は10月，青森，岩
手，秋田の北東北は10～11月，山形，福島，新潟の南東
北と北陸地方は11月が最適であった．最大で播種時期に
より出芽率に32％の違いがあった．ただし，播種の適期
は，出芽率だけではなく，圃場での機械の作業性の面か
らも検討が必要となる．初冬直播きの播種時期は，冬に
向かって気温が低下して秋雨が降り，水田圃場が乾かな
い状況が続きがちとなる．特に，北陸などの重粘土質の
ような土質においては，作業が困難になることもある．
初冬直播きの位置づけは，これまでは春しか播けなかっ
た播種チャンスをもう 1回増やすという点にある．

技術②：種子コーティング
　種子のコーティングは，出芽率向上の切り札と言って
もよい．初冬直播き栽培で翌年の出芽率を高める効果が
ある有効な種子コーティングの資材としては，鉄とキヒ
ゲン R2フロアブル（米澤化学（株），以下，キヒゲン）
がある（第 2図）．それぞれ無コーティングに比べて，鉄
は出芽率を平均10％，キヒゲンは平均20％高める効果が
あることを，北海道から九州まで全国11か所での試験に
よって確認している5）6）．
（a）キヒゲンR2フロアブル
　キヒゲンは，慣行の春の乾田直播栽培に用いられる鳥
害防止の忌避剤また殺菌効果のある薬剤で，有効成分チ
ウラムを40％含み，いもち病，ばか苗病，ごま葉枯病お

超多忙！！！

図 1．水稲の初冬直播き栽培の概略



よび苗立枯病（Pythium）に適用がある．これまで春の乾
田直播では，播種から短期間（数週間～ 1か月）の有効
性が確認されてきたが，本研究により，播種から出芽ま
でが長期間（ 6カ月以上）になる初冬直播きにおいても
有効であることがわかった5）6）．実際のコーティング作業
においてもキヒゲンは鉄に比べて容易で，鉄コーティン
グで数日要していた期間を 1時間以内で完了できること
もあり，キヒゲンを推奨している．
（b）鉄粉
　鉄粉を用いたコーティング技術は，従来の春の湛水直
播において，浮き苗の防止や鳥害対策として実用化され
ている．春の湛水直播で用いる鉄コーティングの場合は，
播種後できるだけ早く均一に出芽させるために，あらか
じめ吸水させた種子にコーティングを行う．これに対し
て，岩手大学で初冬直播き栽培用に新たに開発し，特許
を取得した鉄コーティング7）では，種子に吸水させず乾
籾の状態でコーティングを行う点に特徴がある（図 2）．
北海道など寒冷地では，キヒゲンを前処理したものを鉄
粉でコーティングする 2重コーティングが推奨される．

技術③：播種深度は 3 cm以下にして鎮圧を行う
　播種の深さは， 1～3 cmが適正で，深さが 5 cm程度
になると，苗立ちが悪くなる．慣行の春の乾田直播では，
播種深度を浅くすること（ 1～3 cm程度）が重要である
ことは広く認識されているが，新しい技術である初冬直
播きにおいても極めて重要である．

技術④：春の土壌鎮圧と走水
　初冬直播きの出芽率の向上において春の管理も重要と
なる．これまでの研究より，春先まで生存した種子の約
5割は出芽までいたらないことが明らかかとなってきて
おり6），越冬できた種子をいかに出芽まで結びつけるか
が鍵となる．
　そのための 1つ目として，土壌鎮圧が極めて重要で，
特にできるだけ早いタイミングの春先に実施すると効果
が高い．鎮圧による出芽率向上の効果は岩手大学，青森

県で複数年，山形県や他の地域でも共通して大きな効果
がみられた．初冬直播きでは土中に長期間，種子がおか
れた状況になり，土壌と種子の密着度が低下しており，
そのことが春の出芽に不利に働くため，土壌鎮圧により
その密着度を高めることで出芽を促す． 2つ目として，
走水がある．出芽が始まるタイミング直前での土壌の過
乾燥は，種子の生存率を低下させる．そのため，走水を
行うなど適切な水管理が求められる．

技術⑤：種子の保存：15℃以下の低温保管
　初冬直播き栽培を行う場合の種子の入手が一つの課題
であった．播種を行う秋に収穫した種子を，初冬直播き
にすぐに利用するには，秋の収穫時の忙しい中，調整乾
燥や種子コーティング等を実施する必要があり，時間的
な制約が大きい．また，種子が準備できた場合も，一般
の検査を受けた種子ではなく，自家採種であるため売り
先が制約される．それら制約があるため，初冬直播き栽
培に播種の前年に収穫した種子を保存しその種子を利用
することができれば，より広く普及する技術となること
が期待される．実験的に収穫から播種までの約13か月の
長期，－30℃から＋25℃まで 6段階で保存し，岩手大学
の圃場で初冬直播きし，翌春の出芽率をみた（図 3，未
発表データ）．その結果，常温の25℃で保存した場合の種
子は越冬後の翌春に全く出芽せず，15℃以下の温度での
低温庫での保存が必要であることを明らかにした．

6．今後の課題と展望

　ここまで，初冬直播き栽培について紹介してきた．こ
の技術では，従来の春の乾田直播よりも出芽また出穂が
数日，早く，苗立ち数を100本/m2 確保できれば，春の乾
田直播栽培と同程度の収量が見込むことができる．まだ
まだ改良の余地があるが，「ものは試し」に，水田の片隅
に100粒，初冬に乾田で播種してみて頂きたい．その際
は，種子コーティングとしてキヒゲンはお忘れないよう
に．
　現在，この技術の普及のために「初冬直播き研究会」

＋ ポイント

＋ ポイント

図 2．イネ種子のコーティングが出芽率に及ぼす影響

対照は無コーティングの素籾，鉄は鉄コーティング（岩手大学の特許技術，
下野ら2018），キヒゲンはキヒゲン R2フロアブル処理を示す．



を立ち上げ，ホームページで会員を募集している（図
4）．会員は詳細な事例集をダウンロードできたり，最新
の情報をいち早く得ることができるほか，専門家からの
アドバイスも受けることもできる．関心ある方にはぜひ
参加をお勧めしたい．
　また，2025年度から 5年間，新たなプロジェクト「い
つでも直播」を北海道から九州までの研究機関とまた実
証生産者と立ち上げ，より汎用性の高い技術になるよう
に研究を継続している．ぜひ初冬直播き研究会 HPでそ
の研究の進捗をチェックしていただきたい．

付　記

　生物系特定産業技術研究支援センター「オープンイノ
ベーション研究・実用化推進事業」の支援を受けた．
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図 3．イネ種子の収穫後の長期の保存温度が初冬直播きでの
出芽率に及ぼす影響（未発表データ）

品種「ひとめぼれ」，種子は2022年10月に収穫し，それぞれ
異なる温度条件（－30～25℃の 6段階）で保存した．2023年
11月に岩手大学滝沢農場に播種．対照は素籾，Kはキヒゲン
R2フロアブル処理，KYはK処理に加えてヨーバルシードを
処理．種子コーティングはキヒゲンは収穫直後，ヨーバル
シードは播種直前に処理．出芽調査2024年 6 月．

図 4．イネ初冬直播き研究会HPのQRコード
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